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くにみ海浜公園が完成

▲ビーチハウスやビーチバレーのコートが整備された「くにみ海浜公園」

▲みんなんかんで行われた歓迎式

▲テープカットをする関係者

▶
田
辺
良
子
さ
ん

ようこそ“くにみ”へ！  タイからの研修団が宿泊体験
　５月31日の夜、国見町のくにみグリーンツーリズム
研究会の会員８名のお宅に、タイから大分県に研修
に訪れていた皆さんが民泊をしました。一行はタイの
政府関係者や大学教授・町村長や町村議会議長・通
訳など女性を含む41名で、同日午後３時から国見町
のみんなんかんでの歓迎式の後、それぞれの家庭に
分かれて民泊をしました。
　今回視察団の団長以下計７名の皆さんを泊めた同町
櫛海の田辺良子さんに翌日感想を伺いました。
　よく外国の方を何人も泊めましたね。気疲れをしま
せんでしたか？　の問いに「いいえ、楽しかったです
よ。もともと我が家は、人の集まる家ですし、昨年義

父が亡くなってからは、夫と二人
きりです。昨夜は、日本が米不足
になり、タイ米を輸入した時の話
から政治、経済のことまで夜遅く
まで話がはずみました。通訳の
方も我が家に宿泊してくれたの
が幸運でした。」
　昨日の夕食のメニューは？
「タイの人は甘辛でピリ辛

味が好きだという事前情報がありましたから、そこだ
け少し気を遣いましたが、普通の日本食をお出ししま
した。メニューはうどん・うま煮・キュウリの酢も
の・いんげん豆のゴマ和え・豚肉のピリ辛。それとイ
チゴと裏山で採れたビワですが、このビワが好評で、
今朝ビワの木を見たいというので案内しました。」今
後の活動については？　「昨年北九州の中学生を泊
め、今回が２回目です。まず第一に楽しいですし、グ
リーンツーリズムの仲間との絆も深くなりました。
日々の生活に張りも出てきましたし、今後も事情の許
す限りいろんな人を泊めて、自分の世界を広げていき
たいですね。」と微笑んで話してくれました。

「新農業者年金」加入者募集中 !!

　経営移譲年金を受けている方が次に該当しているとき
は、経営移譲年金は支給停止になりますので、農業委員
会にお申し出ください。
　なお、支給停止期間に該当している受給済の経営移譲
年金を返還していただくことになりますので、十分注意
してください。

1　農地を買ったり、借りたり、または貸付地の返還を
受けて農業を再開したとき

2　農業生産法人の社員、組合員または株主になったとき
3　後継者に貸付けして、経営移譲した農地等の返還を
受けたり、後継者がその権利を他の者に移転または設
定したりしたとき

問い合わせ　国東市農業委員会　☎0978721111

経営移譲年金の受給要件は大丈夫ですか？経営移譲年金の受給要件は大丈夫ですか？
　新農業者年金とは
・積立方式の確定拠出型年金（自分の年金原資を自分で積
み立て）
　加入できる方は
・国民年金の第１号被保険者
・年間60日以上農業に従事する60歳未満の方
　毎月の保険料は
・２万円から６万７千円まで（千円単位で決められます）
・支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象
　年金の受給は
・65歳から老齢年金として生涯受給できます。
・80歳前に亡くなった場合は、80歳までに受け取れるはず
だった老齢年金が死亡一時金として遺族に支給されます。
　要件を満たす農業の担い手となる方には、国から月額
最高１万円の保険料補助があります。要件等詳しくは農
業委員会にお問い合わせください。

補助対象林
①スギ、ヒノキ、クヌギ、ケヤキ等の植林地（造林補助
ほか）
・一カ所の面積が１反（10ａ）以上で、植林してから
６年以内の造林地

・植林後２、３年生の造林地については、２回刈りを
すれば２回分の補助が受けられます。

②天然クヌギの山林
・一カ所の面積が１反（10ａ）以上で、クヌギを伐採
してから４年以内の山林

・以前に補助をもらっていない箇所については、国土
調査の図面を持参してください。

平成19年度
下刈り補助事業申請要領について

申請方法
　申請は下刈り後の写真を１ヵ所につき、部分写真２枚
と全体写真１枚を提出してください。写真の裏面に住
所、氏名、山林所在地を明記してください。

申請期限（写真提出）
・２回刈り補助事業申請　　１回目　７月20日㈮まで
　　　　　　　　　　　　　２回目　９月20日㈭まで
・１回刈り補助事業申請　　　　　　９月20日㈭まで

※提出期限を過ぎたものや、写真のない箇所につい
ては補助対象となりません。

申請・問い合わせ
国東町小原　東国東郡森林組合　☎0978723755

　６月23日㈯午前10時から国東町北江の吉木・新栄子ども会
の子ども達が田植えを体験しました。
　この活動は、吉木地域環境保全組合（石丸清美代表）が今
年度から取り組む農業生産の基礎となる農地や農村の環境、
美しい景観を、農業者のみならず地域ぐるみで守り支えていく
活動を支援する「農地・水・農村環境保全向上活動支援事
業」の一環で、子ども達や保護者、組合の役員約50名が参加。
組合の皆さんから苗の植え方等を教わった後、約５アールの
「吉木子ども体験田」に裸足で入った子ども達は、なれない作
業に泥んこになりながら、約１時間田植えを楽しみました。
　今後、子ども達は、地区内の清掃活動や稲刈り体験を行う予
定です。
　また、６月26日㈫午後１時30分から、上国崎小学校の全校児
童10名が、見地生産組合（秋吉克之組合長）の皆さんの指導
で、同校近くの水田で田植えの体験をしました。

▲みんなで横一列に並んで、丁寧に植え付けました。（上国崎小学校）

▲泥んこのなりながら一生懸命植えました。（吉木・新栄子ども会）

集落の農地・環境を地域ぐるみで守ろう

　６月27日㈬午後３時30分から、国見町櫛来の現地
でくにみ海浜公園のしゅん工式が行われました。神
事があり、野田侃生市長、猪俣俊雄市議会議長や関
係各界代表の皆さんが玉ぐしを捧げ、野田市長が、
「このすばらしい施設の完成により、スポーツはもち
ろん、夏場の海水浴、潮干狩り、建て干し網漁、そし
て宿泊まで、市内外からの観光交流人口が増えるこ
とを期待しています。」と式辞を述べました。この後
テープカットがあり完成を祝いました。
　くにみ海浜公園は、昭和63年に当時の運輸省より
コースタルリゾート調査箇所として決定され、平成３
年度に事業に着手。着手から17年をかけて、ビーチ
ハウスや少年サッカーコート、ビーチバレーのコー
ト、トイレ等の施設が整備されました。
　今後は、海水浴場としてはもちろん、各種のイベン
ト会場や、学校行事での利用、地域の皆さんの交流
の場等、権現崎のイベント施設としての活用が期待
されています。


